
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

位置決め可能な、かつギャップのない２相の歯用インプラントであって、中央
の受容開口（１４）を持つ、顎骨内へ挿入される第１のインプラント構成部材（７）と、
歯科技工上の構造体 を支持する第２のインプラント構成部材（１１）とを備え
ており、第２のインプラント構成部材が義歯用の錐形の受容体と第１のインプラント構成
部材（７）の受容開口（１４）内へ嵌合した部分とを有している形式のものにおいて、第
１のインプラント構成部材（７）内の受容開口（１４）が錐形であり、かつこの中へ嵌合
した第２のインプラント構成部材（１１）の部分がこれに適合する錐形であり、第２のイ
ンプラント構成部材（１１）が中央の孔（３）によって貫通せしめられており、この孔内
に引張りねじ（４）の、径を細く形成された円筒形の軸部が位置しており、引張りねじが
おねじの固定ねじ山を有する拡大された端部（８）を備えており、固定ねじ山が受容開口
（１４）の延長部内に延びた袋穴（１６）のめねじ（１５）へ嵌め込まれていることを特
徴とする、２相の歯用インプラント。
【請求項２】
第２のインプラント構成部材（１１）の２つの錐形部分の軸線が互いに整列している、請
求項１記載の歯用インプラント。
【請求項３】
第２のインプラント構成部材（１１）の２つの錐形部分の軸線が互いに角度を成している
、請求項１記載の歯用インプラント。
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【請求項４】
中央の孔（３）が口腔側の端部において、引張りねじ（４）の頭部（５）がこの孔内に受
容されるように拡大せしめられている、請求項１から３までのいずれか１項記載の歯用イ
ンプラント。
【請求項５】
錐形の受容開口（１４）の角度およびこの中へ嵌合した第２のインプラント構成部材（１
１）の部分の角度が、自動ロックする錐面結合が生じるように選択されている、請求項１
から４までのいずれか１項記載の歯用インプラント。
【請求項６】

角度が異なっている、請求項５記載の歯用インプラント。
【請求項７】
引張りねじ（４）の拡大端部（８）が径の細い軸部（４） 合されている、請求項１か
ら６までのいずれか１項記載の歯用インプラント。
【請求項８】
骨内へ定着せしめられる第１のインプラント構成部材（７）が球形の丸みを有する端部を
持ったほぼ円筒形の外形と、歯面深さの変化するねじ山とを有しており、かつねじ山の歯
面（１０）の形状が骨内に埋入される端部から上方の受容開口まで連続的に変化している
、請求項１から７までのいずれか１項記載の歯用インプラント。
【請求項９】
受容開口へ向いた上向きの歯面（１０）が平らな面として、かつ下向きの、形状の変わる
歯面（１０）が凹面状の曲線形に構成されている、請求項 記載の歯用インプラント。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、２相の歯用インプラントであって、中央の受容開口を持つ、顎骨内へ挿入され
る第１のインプラント構成部材と、歯科技工上の構造体を支持する第２のインプラント構
成部材とを備えており、第２のインプラント構成部材が義歯用の錐形の受容体と第１のイ
ンプラント構成部材の受容開口内へ適合する部分とを有している形式のものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
骨内歯用インプラントは個々の歯または歯科技工上の義歯構造体の定着に使用される。１
相系（ｅｉｎｐｈａｓｅｉｇｅ　Ｓｙｓｔｅｍｅ）と２相系（ｚｗｅｉｐｈａｓｉｇｅ　
Ｓｙｓｔｅｍｅ）とには相違があり、第１の相で歯茎の下に覆われて荷重なしに確実に治
癒する（ｅｉｎｈｅｉｌｅｎ）することができ、かつ第２の、本来の荷重相で初めて人口
歯または義歯構造体を支持する部材が備えられる２相系が有利である。顎骨内へ定着され
る部材は安定な、一次固定のために適切なねじ成形部または他の肉眼で見えるかまたは顕
微鏡級の表面構造を有している。適切な材料として金属およびセラミック材料が公知であ
る。
【０００３】
両インプラント構成部材、すなわち顎骨内へ定着される部材とこれに連結される、歯茎を
貫通して口腔内へ突入する部材との機械的な結合は重要である。このような結合部材に対
する一般的な要求は最小の寸法での高い咬合力の受容と伝達、かつ両インプラント構成部
材間の遊びのない、できる限り細菌を阻止する結合である。錐形を基礎にしたこのような
結合がＷＯ８５／０２３３７から公知である。
【０００４】
解剖学的、生物力学的、かつ審美的な要求が、骨内に定着される部材と歯科技工上の構造
体を支持する、口腔内へ突入する部材との間に角度を有する機械的な結合の使用を必要と
することがある。両インプラント構成部材間が角度を成しているためにこのような結合部
材には高度の互いの相対回動阻止ないしはねじれ阻止（Ｖｅｒｄｒｅｈｓｉｃｈｅｒｈｅ
ｉｔ）および位置決め精度が要求される。一条のねじ山によるねじ結合による結合（例え
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ばＤＥ２４５４４１４Ａ１およびＤＥ２４１３８８３Ａ１に記載されたような結合）はこ
れらの要求を満足しない。この課題の解決には先ず形状係合による結合、例えば正確に嵌
合する６角または８角の形状が選択される。このような形状係合による結合は例えばＤＥ
４０２８８５５Ａ１、ＥＰ０４３８０４８Ａ１、ＤＥ４１２７８３９Ａ１、ＥＰ０５０４
１１９Ａ１、ＥＰ０３２３４２１Ａ２およびＷＯ９４／０６３６７に記載されている。
【０００５】
ＤＥ４０２８８５５Ａ１では端面に互いに係合する、形状係合式の歯形部を持つスペーサ
スリーブが提案されており、該スリーブは両インプラント構成部材間の相対回動阻止の結
合を実現する。この場合この構造では４つの可能な位置が記載されており、かつこの歯形
部は顎骨内へ挿入される部材の内部に存在する。咬合応力によって生じる回転力の導入が
スリーブ内にねじ結合可能な、回転不能ではないインプラント支柱によってではなく、こ
のスリーブを介して行われる場合には、この結合は例えば個々の義歯に必要とされている
ような回転阻止（Ｒｏｔａｔｉｏｎｓｓｉｃｈｅｒｕｎｇ）を形成する。この構成では構
造上かつ製作上からギャップのない結合は可能ではない。同じインプラントに関するＤＥ
４０２８８５７では幾何形状による係合に代わって変形せしめられた中間リングを用いて
相対回動阻止を達成することが提案されている。ねじ結合を組立てる際の力によって中間
リングの両端面が結合すべき両部材の凹所または隆起へ押圧される。この回転阻止は咬合
作用による力に曝され、その場合に相対回動阻止の作用は著しい咬合荷重下における中間
リングの一層の変形によって減少することがある。このコンセプトは、生じ得る変形の小
さな幾何形状による係合およびリングの固有の柔軟性によって組合された構成部材の緩み
を阻止する作用を提供するが、これは形状係合式結合よりも非常に小さい。この結合もま
たＤＥ４０２８８５５に記載されたコンセプトと同様にギャップなしの実施は可能ではな
い。
【０００６】
ＷＯ９４／０６３６７、ＥＰ０４３８０４８Ａ１、ＤＥ４０２２７５３およびＤＥ４１２
７８３９Ａ１で提案された相対回動不能な結合は同様に互いに係合する形状係合結合に基
づいているが、段階的に決められる回転位置およびギャップのない結合は達成可能ではな
いという欠点を有している。ＥＰ０４３８０４８Ａ１において図示された装置は２つの形
状係合による結合が前後に続いて設けられており、かつこれによって位置調整の自由度が
高められるが、この場合にも骨内へ挿入され、かつ治癒相の経過後（ｎａｃｈ　Ｅｉｎｈ
ｅｉｌｅｎｐｈａｓｅ）、ここに不動に定着せしめられた部材の回転位置が口腔内へ挿入
される、歯科技工で配慮される支柱の最終位置を決定する。
【０００７】
すべての形状係合による回転阻止のもう１つの問題は、大量生産においてもすべての部材
において遊びなしに互いに適合するようにこれらの結合を形成する必要があることである
。咬合作用による、大きな力と高い周期数の荷重によって惹起される高まる応力によって
、組立られた構造体の形状係合内に存在する僅かな遊びが作用期間の増大とともに増大し
、かつこれが結果的に歯科技工構造体全体の分解をもたらすおそれがある。このためにＥ
Ｐ０５９３９２６Ａ１には、６角構造体内のこの遊びを取除くために予圧下にある、組立
によって変形する部材が記載されている。この弾性的およびまたは可塑的に変形する部材
がまた咬合作用の荷重に曝され、このことはまた結合が緩む危険を含む。
【０００８】
したがってすべての従来公知の形状係合による結合の欠点は限られた可能な位置数、結合
部材のギャップのない構造は大きな費用をかけてしか達成できないこと、および同様にこ
れらの構造体を遊びなしに製作することがきわめて困難であることである。しかしインプ
ラントの回転位置はすでに手術式挿入段階において構造支柱の後の傾斜との関係で決めら
れなければならない、それというのも上記の結合、例えば６角形結合ではインプラントの
骨内治癒の後４５°の位置決め段階しか可能ではないからである。すべての形状係合によ
るセンタリングに際してギャップのない結合を得るためにはすべての可能な互いに接触す
る面対が正確に適合されなければならず、これは極めて精密な製作技術を必要とする。
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【０００９】
ＷＯ８５／０２３３７に記載されたような、固定のねじ山を備えた錐面結合によって、最
小のスペースで高い軸方向の力および高い曲げ力を伝達し得るギャップと遊びのない結合
を形成することができる。しかし固定的なねじ山のため可能な引込み力が限られているた
めにこの結合は、個々の歯用インプラントとして使用される場合にまたはインプラント構
成部材間に角度が形成される場合に生じるような周方向の高い力の伝達には適さない。
【００１０】
ＷＯ９４／０６３６９に提案された、結合スリーブを用いた形状係合と摩擦力による錐面
結合の組合せは回転位置の 調節を可能にする。しかしこの組合せは遊びおよび
ギャップを有する結合という上記の危険をはらんでいる。付加的にこのように実施された
結合は所要構造スペースのために所与の咬合作用による荷重において

これはインプラントの適用を限定する。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、中央の受容開口を持つ、顎骨内へ挿入される第１のインプラント構成部
材と、歯科技工上の構造体を支持する第２のインプラント構成部材とを備えており、第２
のインプラント構成部材が義歯用の錐形の受容体と第１のインプラント構成部材の受容開
口内へ適合する部材とを有している形式のものであって、 位置決め可能で、か
つ遊びのない２相の歯用インプラントを見出すことである。このインプラント体の周方向
におけ 段階のない結合はきわめて小さな寸法にもかかわらず咬合力による高い機械的要
求に応えなければならず、かつ遊びの永続的な不在を保証しなければならず、特に両イン
プラント構成部材の軸線間に角度が形成される場合に生じる回転力が確実に受止められ、
かつ伝達されるべきである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上記の課題を解決するための本発明の手段は、第１のインプラント構成部材内の受容開口
が錐形であり、かつこの中へ嵌合した第２のインプラント構成部材の部分がこれに適合す
る錐形であり、第２のインプラント構成部材が中央の孔によって貫通せしめられており、
この孔内に引張りねじの、径を細く形成された円筒形の軸部が位置しており、引張りねじ
がおねじの固定ねじ山を有する拡大された端部を備えており、固定ねじ山が受容開口の延
長部内に延びた袋穴のめねじへ嵌め込まれていることである。
【００１３】
有利には、第２のインプラント構成部材の２つの錐形部分の軸線が互いに整列している。
第２のインプラント構成部材の２つの錐形部分の軸線が互いに角度を成している場合も、
同様に有利である。
【００１４】
さらに中央の孔が口腔側の端部において、引張りねじの頭部がこの孔内に受容されるよう
に拡大せしめられていると、有利である。
【００１５】
錐形の受容開口の角度およびこの中へ嵌合した第２のインプラント構成部材の部分の角度
が、自動ロックする錐面結合が生じるように選択されていると、有利であると示された。
したがって角度は普通異なっている。
【００１６】
引張りねじの拡大端部が径の細い軸部と不可逆的に結合されており、かつ骨内へ定着せし
められる第１のインプラント構成部材が球形の丸みを有する端部を持ったほぼ円筒形の外
形と、歯面深さの変化するねじ山とを有しており、かつねじ山の歯面の形状が骨内に埋入
される端部から上方の受容開口まで連続的に変化しており、この場合に受容開口へ向いた
上向きの歯面が平らな面として、かつ下向きの、形状の変わる歯面が凹面状の曲線形に構
成されている場合も、有利である。
【００１７】
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【発明の効果】
本発明によって構成された錐面結合は、錐面結合の摩擦比に対して調和せしめられた錐形
角度および錐形の軸線内に延びた中央の引張りねじによってインプラント構成部材の、不
動に結合された、ギャップのない、回転安定的な結合を可能にし、両インプラント構成部
材の回転位置は組立時には任意にかつ段階なしに選択することができる。制限されたスペ
ース条件および結合の機械的要求に適応するために、引張りねじが軸方向の力および曲げ
力を受け止める錐形の貫通領域において減径されており、かつ引張り力を受け止めるねじ
山の領域内において拡大している。引張りねじの頭部の座はシールのために同様にして錐
形に構成されていると有利であり、引張りねじの錐形部の摩擦作用は結合錐形（Ｖｅｒｂ
ｉｎｄｕｎｇｓｋｏｎｕｓ）の摩擦力を著しく下回る。曲げ荷重を受ける錐面結合の中立
の線（ｎｅｕｔｒａｌｅ　Ｆａｓｅｒ）近くに位置した細い引張りねじによって錐面結合
の支持能力はささいな程度で弱められるにすぎない。
【００１８】
結合錐形の角度、引張りねじの軸横断面積、および引張りねじの頭部下部の錐形の角度間
の調和によって軸方向の力、曲げ力および周方向の力に関して錐形結合の最適な荷重可能
性を達成することができる。有利には錐形の角度は、結合が自動ロックの領域内にあり、
かつ使用時に生じる力が自動ロックのこの領域を決して越えないように選択されており、
これによって付加的な操作力は引張りねじへ伝達されない。外面の錐形と内面の錐形との
間の所定の小さな角度偏差によって錐形の入口領域における高められたシール作用が、ま
たは骨内へ定着されるインプラント部材の緊張に影響を与えることが達成される。内面の
錐形に対して外面の錐形の角度が若干大きい場合には締付け縁の意味で錐形入口領域にお
けるシール作用を高めることができる。内面の錐形に対して外面の錐形の角度が若干小さ
い場合には錐形結合によって惹起された、骨内へ埋入された部材の緊張は構造部材中央の
方向へ移動せしめられる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
結合部材として用いられる、図１および図２による第２のインプラント構成部材１１は軸
線１にそって貫通孔が設けられており、この孔３は口腔内へ突入する端部２の領域におい
て拡大されている。孔３のこの拡大部の直径は中央の引張りねじ４の頭部５に適合されて
いる。中央の孔３の直径は中央の引張りねじ４の軸部の直径よりも若干大きい。この中央
の引張りねじ４の頭部５は口腔内へ突入する端部２の孔３の拡大部内にある。頭部座６の
錐形角は、１つには頭部座６上の頭部５の確実なシールが補償され、かつ他には引張りね
じ４の十分な予圧が可能であるように選択される。骨内ヘ固定される第１のインプラント
構成部材７の錐形孔（Ｉｎｎｅｎｋｏｎｕｓ）およびこの中に機械的に固定される錐形ピ
ン、すなわち第２のインプラント構成部材の角度は同一かまたは互いに調和せしめられて
いる。この角度は、軸方向力、曲げ力および周方向の力の有り得る組合せにおいて錐面結
合の自動ロックが得られるように設計されている。引張りねじ４は下方の端部８において
相対的に大きな横断面になっており、該端部は固定ねじを設けられており、この固定ねじ
によって引張りねじ４、ひいては結合錐形が骨内へ固定される第１のインプラント構成部
材７に対して緊張せしめられる。
【００２０】
インプラントの全長にわたって変化する歯面形状（Ｆｌａｎｋｅｎｇｅｏｍｅｔｒｉｅ）
１０を持つ特別な雄ねじ９によって第１のインプラント構成部材７は骨内にほぼ固定され
、かつ治癒相の間に骨組織によって包囲されて安定する。雄ねじの特別な形状によって咬
合力がねじの歯面の表面に対する垂線に沿って分散され、かつインプラント全長にわたっ
て変化するこの歯面の形状にしたがって初期通りに骨容量（Ｋｎｏｃｈｅｎｖｏｌｕｍｅ
ｎ）の深さ内へ導入される。この形状係合は下端部における切欠１３および海綿質の骨容
量と接触する全表面上の微細構造によって支持される。
【００２１】
第２のインプラント構成部材１１は底面で互いに重なった、２つの円筒形の錐形台形の形
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状を有し、これらの軸線は整列しているかまたは互いに角度を成しており、２つの錐形の
１つは骨内へ固定される第１のインプラント構成部材７の受容開口１４内へ嵌合し、かつ
他方の錐形は義歯を受容する。
【００２２】
一方で予圧された部材として機械的な応力を、かつ他方で小型化の要求を可能にするため
には引張りねじ４は中央の領域内で減径されている。
【００２３】
この引張りねじ４中央部の減径は、小さな直径のインプラント、したがってこれに伴なう
錐面結合の得られる、小さな構造容積で十分な錐形の曲げ強度および互いに結合された錐
形対の十分な支持長さを達成するためにも必要である。したがって同時にねじの頭部５の
十分に大きな支持かつ引張りねじ４の下端部８における固定ねじの十分に大きな直径を達
成することができる。
【００２４】
減径を実施する１つの技術的な方法は、下端部８または頭部５を引張りねじ４に溶接結合
することである。孔３の直径が頭部５およびねじに比べて小さいので、引張りねじ４は分
離不可に結合錐形と結合される。チタン－インプラント材料使用の場合には、この結合は
例えばレーザー溶接によって実施することができる。または他の材料接続による結合方法
または形状係合式の結合、例えばねじ山を選択することができる。
【００２５】
錐面結合の所定の付着摩擦（これは両インプラント構成部材間で角度１２を形成する組合
せで周方向に働く操作力（Ｂｅｔｒｉｅｂｓｋｒａｅｆｔｅ）を受止めるために重要であ
る）を発生させるためには、中央の引張りねじ４が口腔内で使用されるように小型化され
たトルクレンチを用いて所定通りに予圧される。トルクレンチの使用は再現可能は、ギャ
ップのない、したがって細菌を阻止する両構成部材の結合を保証する。
【００２６】
標準化された、寸法の等しい錐面結合によって、顎骨内へ固定される異なる幾何形状、例
えば異なる直径および長さを持つ部材を自由に口腔内へ突入する部材と組合せることがで
き、これによって比較的少ない構成部材点数で治療すべき患者の個々の条件に対して高度
の適合が達成される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による、中央の引張りねじを備えた錐形結合を示した図である。
【図２】本発明による、中央の引張りねじを備えた錐形結合を示した図である。
【図３】結合錐形の領域内に減径横断面を持つ引張りねじの詳細な図である。
【符号の説明】
１　軸線、　２，８　端部、　３　孔、　４　引張りねじ、　５　頭部、　６頭部座、　
７，１１　インプラント構成部材、　９　おねじ、　１０　歯面、１２　角度、　１３　
切欠、　１４　受容開口、１５　めねじ、　１６　袋穴
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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